
生物学的製剤導入の目安

地域連携室

□ 痛みが強い症例 診療情報を

FAX致します。

□ MTX効果不十分例

*承認用量6～16mg/週使用

□ ステロイドを減量したい症例 □ 観察項目 □ ツ反 判定実施 □ 呼吸器内科 受診 □ 生物学的製剤導入 □ 有効性、安全性を

＊プレドニゾロン5mg以上使用 　問診(結核の既往歴等) 消化器内科 受診 確認のうえ、

　朝のこわばり 生物学的製剤導入 初回投与実施 かかりつけ医へ

□ 罹病期間が短く、関節破壊が 　腫脹関節数 　　 可否判定 各薬剤に応じた通院を

進行していない症例 　疼痛関節数 していただきます。

　VAS ＊必要に応じて

□ CRP高値 　 結核予防の為に ＊自己注射指導 ＊自己注射指導

測定値　　　　　　　　ng/mL □ レントゲン撮影  　イソニアジド投薬

*正常値：0.3ng/mL 　胸部  　(6～9ヶ月服用)

　手足の関節

□ MMP-3高値

測定値　　　　　　　　ng/mL □ ツベルクリン検査 ＊導入不可の場合、

*正常値 　　かかりつけ医と

　男性：121ng/mL 　　相談の上、治療を

　女性： 59.7ng/mL □ 採血 　　実施致します。

□ 呼吸器内科受診予約 □ 採血

消化器内科受診予約

　　　生物学的製剤導入
　　火曜日、木曜日 呼吸器内科、消化器内

スクリーニングで
可否判定

　外来受診

かかりつけ医 高槻赤十字病院 かかりつけ医

リウマチ連携シート(医師用)
　にてご紹介下さい。

　2日後に判定

当院にて治療および

定期的な検査を継続

実施いただきます。

治療効果および

安全性を観察する為に、

高槻赤十字病院で

1ヶ月後、3ヶ月後、

6ヵ月後、12ヵ月後、

以後1年に1回診察・

検査をしていただきます。

リウマチパスの流れ 
 (生物学的製剤導入スケジュール) 

高槻赤十字病院 
整形外科 担当医 小田 幸作 
受診曜日：火・木 
(地域医療連携室にて予約をお取りします) 

地域医療連携室  FAX：072-695-0054 
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